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特集

トクタヴェールのお店紹介
　附属病院の開院と同時に開設されたトクタヴェール。１階のフードコートには、コーヒーショップ、コンビニエ
ンスストア、ベーカリー、クリーニング店、銀行など様々な店舗が入店しています。本稿ではトクタヴェールの各
店舗のおすすめメニューや特徴的なサービス、営業時間などについてご紹介します。

トクタヴェール１F
①タリーズコーヒー	 ⑥いんべクリーニング
②PanoPano	 ⑦スヴェンソン
③キッチン+ギャラリー豆	 ⑧ATM
④ホスピタルローソン	 ⑨岩手銀行
⑤ケア・テック	 ⑩西洋フードコーナー

■	男子トイレ　　　■	多目的トイレ
■	女子トイレ　　　■	エレベーター

　タリーズコーヒーでは、オリジナルブレンドコーヒーや紅茶など
の豊富なドリンクメニューに加え、ホットドックなどの軽食も提供
しています。平日の朝は 7：30 から営業していますので、仕事前や
休憩の際にぜひお立ち寄りください。

　PanoPano（パノパノ）では、パンやサンドウィッチを販売してい
ます。なかでも希少な小麦「もち姫」を使用したもっちり食感の食
パンは大変好評です。そのほか、種類豊富なコッペパンやジェラー
トを取り揃えていますのでぜひご来店ください。

◆主なメニュー
・本日のコーヒー　305円 +税～
・ハニーバナナロイヤルミルクティー　470円 +税～
・ヨーグルト＆アサイー　450円 +税～　等

◆主なメニュー
・パン各種　200円～
・サンドウィッチ　250円～
・ジェラート　300円～　等

◆営業時間
月～金　　7：30～ 19：00
第1・4土　7：30～ 12：30
休診日　　9：00～ 17：00

◆営業時間
月～金　　10：00～ 18：00
第1・4土　10：00～ 18：00
休診日　　10：00～ 18：00

■ フロアマップ

■ 各店舗の紹介

◆ タリーズコーヒー

◆ PanoPano
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　キッチン + ギャラリー豆では、店内でのランチやブレンドコーヒー
などの喫茶メニューに加え、窓口にてお弁当の販売も行っています。
店内には作家さんによるクラフトや雑貨も数多く揃え、500ml のビー
カーに入った豆オリジナルの理系フロートは飲みごたえばっちりで
す。ネームの刺繍も承っておりますのでぜひご利用ください。

　ケア・テックでは、衛生材料・吸入器等の医療機器、一般用医薬品、
リハビリシューズや杖等の福祉用具を中心にストーマ装具やブレス
トケア用品を取り扱っており、店頭にない商品もお取り寄せの対応
や福祉用具レンタルも行っております。お気軽にご相談ください。

　ローソンでは、通常の店舗と変わらない品揃えに加え、入院に必
要な日用品を取り揃えております。バリアフリーの視点から標準店
舗より通路を広くし、車椅子の方も安心してご利用いただけます。
本学教職員は 24 時間利用可能です。

　いんべクリーニングでは、東北初のセルフロッカーを導入してお
り、営業時間内の都合の良いときに預け入れと受け取りが可能です。
　10 時から 15 時の間は係員がおりますので、クリーニングの相談
にも対応できます。

◆主なメニュー
・サイフォンコーヒー　500円
・マシンコーヒー　200円
・理系フロート　500円
・日替わり弁当　700円　等

◆主な商品
・杖　3,500円～
・靴　1,900円～
・車椅子（購入とレンタル対応あり）等

◆主な商品
・お弁当		・おにぎり		・デザート
・飲料　		・雑誌　　		・日用品　等

◆主なサービス
・ワイシャツ　170円
・スーツ（上下）　1,300円
・白衣　350円～　等

◆営業時間
月～金　　11：00～ 19：00
第1・4土　11：00～ 16：00
休診日　　11：00～ 16：00

◆営業時間
月～金　　9：00～ 18：00
第1・4土　9：00～ 13：00
休診日　　休業

◆営業時間
月～金　　7：30～ 21：00
第1・4土　7：30～ 21：00
休診日　　7：30～ 21：00

◆営業時間
月～金　　7：30～ 21：00
第1・4土　7：30～ 21：00
休診日　　休業

◆ キッチン + ギャラリー豆

◆ ケア・テック

◆ ホスピタルローソン

◆ いんべクリーニング
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　スヴェンソンでは、カット、顔そり、白髪染めなどのサービスの
ほか、医療用ウィッグや外見ケア用品を提供しています。ウィッグ
の即日お渡しや無料のサイズ調整、頭皮ケアなどアフターフォロー
も充実しています。一般の理美容室へ行かれるのが難しい患者さん
も、完全個室にてプライバシーに配慮し施術いたしますので、安心
してご相談ください。

　西洋フードでは、「ごはん処 いろどり家」「キッチン デミグラ」「そば処 信濃」
「CHINESE NOODLE 皇雅」の４つのお店の和食、洋食、和麺、中華麺などの様々な
メニューから厳選して提供しています。数量限定の日替ランチは大人気ですので、
是非ご賞味ください。

◆主なサービス
・メンズカット　2,500円
・レディスカット　3,000円
・顔そり　2,000円　等

◆営業時間
月～金　　9：00～ 18：00
第1・4土　9：00～ 18：00
休診日　　休業

◆営業時間
月～金　　11：00～ 17：00
第1・4土　11：00～ 15：00
休診日　　休業

◆ スヴェンソン

◆ 西洋フードコーナー

ごはん処 いろどり家キッチン デミグラそば処 信濃CHINESE NOODLE 皇雅

デミオムライス	 ¥650

カツカレー	 ¥650本日のそば	 ¥650
（二八そばと豚肉、茄子のつけ汁）

きつねそば・うどん	 ¥500 日替わりランチ（味噌カツ）	 ¥560

いろどり家の生姜焼き	 ¥700

　トクタヴェールには、岩手
銀行の支店のほか、北日本銀
行、東北銀行、東北労働金庫、
盛岡信用金庫の ATM も整備
されています。

◆営業時間
・岩手銀行
　月～金　9：00～ 15：00
・各ATM　8：00～ 21：00

◆ 岩手銀行、ATM

皇雅ラーメン　¥500

塩ラーメン　¥700

ハーフチャーハン
¥300

ハーフチャーハン
¥300

（しょうゆ）
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トピックス　　 プラス

小児病棟整備支援事業
感謝状贈呈式が行われました
　１月 22 日（水）、附属病院 10 階大会議室において、本学附属
病院小児病棟に写真・絵画を提供いただいた方や、小児病棟のイラ
スト等のデザイン企画・施工を担った企業に対し、本学附属病院小
児病棟整備支援の会主催による感謝状贈呈式が行われました。
　小児病棟整備支援の会は、本学小児科同門会、岩手県小児科医会、
本学小児科学講座等で構成され、矢巾新病院小児病棟のイラスト等
のデザイン整備にあたり、SNS 等を通じて支援を呼びかけてきま
した。昨年９月の矢巾新病院の開院と同時に、小児病棟も無事に完
成しましたので、ご支援いただいた方々への感謝を込めて感謝状贈
呈式が行われました。
　当日は感謝状を受けられる方々に加え、小川理事長、祖父江学長、
小笠原附属病院長、佐藤看護部長等、学内関係者が出席しました。
小児病棟整備支援の会実行委員長の小児科学講座・小山教授は「こ
の整備事業は、本学創立 120 周年記念事業の一環と
して多くの方のご支援によって実現しました。完成
した小児病棟は、長期の入院を余儀なくされ、様々
な不安を抱える子供たちとご家族を、岩手の豊かな
自然が森のように包み込むようにと願い、もりもり
広場と名付けました。もりもり広場から次の 100 年
に求められる新しい小児医療を展開してまいります」
と式辞を述べました。

1) 式の様子　　2) 小山教授の式辞
3) 贈呈を受ける河野祐子様
4) 記念写真 感謝状贈呈者 上段左より
　　施工 株式会社 INTEQT 様 / 施工 トーアン株式会社 様 / 企画 株式会社電通東日本 様 /
　　設計 日建設計・清水建設設計監理共同企業体 様 / 画家 河野祐子 様 / 建築 清水建設株式会社 様 /
　　建築 宮城建設株式会社 様（ご欠席：写真家 蒲澤利行 様）

小児病棟「もりもり広場 TM」
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トピックス

医療安全講習会が開催されました

令和元年度高度看護研修センター認定看護師
教育課程（緩和ケア分野）修了式が挙行されました

　１月７日（火）、大堀記念講堂において、本学附属病院
医療安全管理部主催の医療安全講習会が行われました。
　当日は医療機器と医薬品の安全使用をテーマに、臨床
工学部の佐藤聡哉主任臨床工学技士及び薬剤部の佐藤文
彦副薬剤部長により講演が行われました。参加者は人工
呼吸器及び血液浄化装置の安全使用について、また、麻
薬・向精神薬等の適正管理・使用手順及び医薬品安全性
情報等の管理体制について理解を深めました。

　１月10日（金）、附属病院10階中会議室において、
令和元年度高度看護研修センター修了式が行われ、認
定看護師教育課程（緩和ケア分野）の研修生13名に修
了証書が授与されました。
　式では、木村センター長から「この晴れの日を新た
な出発点として、各自の臨床現場において、チームの
中心としてご活躍いただきたい」 と激励の挨拶があり
ました。また、修了生を代表して八幡平市国民健康保
険西根病院の佐々木里美さん（写真右）は「自施設に
戻っても学習を継続し、ここで学んだ専門知識を活か
し、チームで取り組んでいきたい」と力強く決意を述
べました。

令和２年新年祝賀式が挙行されました
　１月６日（月）、附属病院10階研修室において、令
和２年の新年祝賀式が、教職員約200名の出席のもと
行われました。
　小川理事長は年頭の挨拶で「附属病院のハード面は
教職員の皆さんのご尽力により無事に完成した。今後
は病院運営や患者さんへのサービスなどソフト面の一
層の充実が重要である。附属病院の素晴らしい機能を
最大限に活かして職務に臨んでほしい」と述べました。

　その後、職員ラウンジに場所を移し懇親会が行われ
ました。祖父江学長から乾杯のご発声があり、教職員
全員が一致団結して附属病院運営、及び内丸メディカ
ルセンター早期着工に向け取り組んでいくことを誓い
ました。

佐藤主任臨床工学技士による講演 
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田中復興大臣による岩手県こころのケアセンター大船渡
地域センターの視察が行われました

岩手DMATロジスティクス研修が行われました
DMAT：Disaster Medical Assistance Team（災害派遣医療チーム）

令和２年度一般入学試験・大学入試センター
試験利用入学試験が行われました

　１月15日（水）、岩手県の委託による本学の岩手県
こころのケアセンター事業（大船渡地域センター）の
視察のため、田中復興大臣と石塚統括官、内田岩手復
興局長ほか復興庁職員が大船渡地区合同庁舎を訪れま
した。
　始めに、田中復興大臣は、「こころのケアなどの被災
者支援は復興の重要テーマであり、これからも引き続
き取り組む必要があると感じている」と挨拶され、そ
の後、意見交換会では、酒井センター長と大塚副セン
ター長により、事業の説明や本県の現状等が報告され
ました。岩手県の大槻復興局長、高橋保健福祉部副部
長ほか担当職員も同席しました。意見交換会後の記者
会見で田中復興大臣は復興創生期間後のこころのケア
について「発災から10年という年月の刻みではなく現
実に何がそこで起こっているのかなど、このことにき
め細かく目を配って、対応していくことが一番の基本
であろうと思っている」と語られました。

　１月17日（金）、災害時地域医療支援教育センター
１階研修室において、岩手DMATロジスティクス研修
が行われ、県内医療施設の職員11名が参加しました。
　本研修は岩手県内の日本DMATまたは岩手DMATに所
属する隊員を対象として、災害発生時における関係機関と
の調整や情報収集手法、航空搬送拠点臨時医療施設におけ
る広域医療搬送患者システムの操作方法など、DMAT活
動に必要な実践的スキルの向上を目的としています。
　今回はDMATの中でも主に業務調整員が担うロジスティ
クス（資源の確保など医療活動を下支えする後方支援）の
研修でしたが、看護師の方が参加者の半数を占めたことか
ら、他の役割を理解しようとする本県のDMAT隊員全体の
レベルの高さがうかがわれます。当日は、より実践的な研
修に臨み、個人のスキル向上はもとより、県内DMATの横
のつながりを一層強くする機会になったようです。

　令和２年度岩手医科大学入学試験は以下のとおり行
われました。

医学部一般・地域枠Ｃ（一次）試験　本学会場

左から：石塚統括官、田中復興大臣、内田岩手復興局長

酒井センター長

田中復興大臣　記者会見

入試区分 日　程 志願者数

医学部一般・地域枠C（一次） 1月22日（水）
2,420名

医学部一般・地域枠C（二次） 1月31日（金）
2月1日（土）

歯学部一般・センター利用（前期） 2月7日（金） 149名

薬学部一般・センター利用（前期） 2月7日（金） 126名

看護学部一般（前期） 2月10日（月） 204名
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岩手医科大学募金状況報告

　岩手医科大学創立120周年記念事業募金に対し、特段のご理解とご支援を賜りました皆様方お一人
おひとりに、厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。
　今後とも格別なるご支援・ご協力を賜りますよう衷心よりお願い申し上げます。
今回は第32回目の御芳名紹介です。（令和元年11月１日～令和元年12月31日）
※御芳名及び寄付金額は、広報を希望されない方は掲載しておりません。

【創立120周年記念事業募金】

●法人・団体等（25件）

<10,000,000>
秋山 太津男（父母）

<2,000,000>
木川田 典彌（医11）

<1,000,000>
内村 　　忍（医22）
木村 　隆一（医18）
山田 わか子（医17）
小熊 　徹彦（父母）
三船 　愼一（医10）

<250,000>
新津 　頼一（医29）
新津 　純子（医29）

<200,000>
塚原 　充秋（医21）

<100,000>
山尾 　昭三（父母）
須藤 　俊亮（医11）
三浦 　義孝（医28）
吉田 　研一（医42）
長澤 　貞男（一般）
金子 　靖典（医48）
塚原 　正典（医19）
志田 　杜人（歯6）
駒井 　一雄（父母）

小野寺 　勲（役員）
天野 　博雄（教職員）
藤田 　　崇（医5）
下沖 　　収（教職員）
田村 　融彦（医32）
齋藤 　善広（歯16）
佐藤 　克己（一般）
国分 　令子（医23）

<50,000>
山田 わか子（医17）

<30,000>
丸山 　秀和（一般）
満川 　元貞（医45）
佐々木 正純（父母）

<20,000>
加藤 　公彦（医41）

<10,000>
林　 　祐介（歯20）
岩佐 　達男（父母）

<ご芳名のみ>
長田 　純一（歯11）
黒田 　清司（医26）
平沢 　龍登（父母）
長田 　公子（歯13）
安部 　彦滿（医29）

黒田 　啓美（医26）
内野 　博之（父母）
佐柄 　英人（父母）
小野 　　佳（一般）
鈴木 　明朗（医25）
松村 智佳子（父母）
小山 耕太郎（教職員）
横山 　大輔（医55）
佐藤 久美子（元教職員）
亀井 　俊也（医36）
葛西 真由美（医33）
大矢 　　徹（父母）
小木田 勇輝（医35）
内記 　　恵（歯10）
金子 信一郎（歯3）
中村 　一雄（医28）
縄田 　與幸（医9）
千田 　勝一（名誉教授）
伊東 　亮助（一般）
板倉 　紀子（一般）
梶原 　和華（医49）
菅野 　恒治（一般）
菅野 　啓一（一般）
細川 　尊英（医49）
和田 　博泰（医11）

●個人（144件）

<1,000,000>
医療法人　葵会　もりおか往診ホームケアクリニック（岩手県盛岡市）

<500,000>
医療法人　はしもと小児科（青森県八戸市）
医療法人　慈繁会（福島県郡山市）
医療法人　敬仁会（岩手県岩手郡）

<200,000>
医療法人　あすなろ会　小林小児科クリニック（岩手県盛岡市）
医療法人　山口クリニック（岩手県滝沢市）

<100,000>
医療法人　弘生会（熊本県熊本市）
医療法人　小沢眼科内科病院（茨城県水戸市）

<50,000>
医療法人　豊島医院（岩手県宮古市）

<10,000>
関上こどもクリニック（岩手県久慈市）

＜ご芳名のみ>
一般財団法人　みちのく愛隣協会（岩手県盛岡市）
有限会社ヤマダプランニング（岩手県盛岡市）
医療法人社団　浅井耳鼻咽喉科医院（神奈川県横浜市）
医療法人　明生会　小坂町診療所（秋田県鹿角郡）
医療法人社団  たかだ小児科医院（新潟県燕市）
医療法人　緑生会　西島こどもクリニック（岩手県盛岡市）
医療法人　よしだクリニック（岩手県盛岡市）
医療法人　一舟会　みうら産婦人科医院（岩手県盛岡市）
医療法人　知惠会　成田内科胃腸科医院（岩手県紫波郡）
有限会社　渥美工務店（岩手県滝沢市）
医療法人　都鳥会（岩手県北上市）
医療法人　正康会　平館クリニック（岩手県八幡平市）
医療法人社団　つばめ（岩手県紫波郡）
医療法人ハレルヤ会　森田小児科医院（岩手県盛岡市）
大樹生命保険株式会社（岩手県盛岡市）

滝田 　研司（一般）
波紫 　秀厚（医44）
落合 　伸行（歯10）
増田 　友之（教職員）
太田 　　稔（名誉教授）
小守林 尚之（歯1）
板倉 康太郎（医28）
大澤 　一嘉（医37）
黒田 　貴顯（医52）
松　 　智彦（父母）
石田 　和茂（教職員）
吉岡 　邦浩（教職員）
及川 　　保（歯26）
鎌田 　善行（父母）
久保田 宗次（歯24）
髙橋 　史朗（教職員）
長谷川 行洋（医9）
小守林 靖一（教職員）
佐野 　公昭（医33）
伊東 　宗行（医11）
石橋 　春美（一般）
大津 　定子（医13）
根本 　　薫（医30）
平賀 　祥子（医27）
亀井 　　淳（教職員）
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齋藤 　政孝（医24）
遠藤 　幹也（教職員）
和田 　泰格（教職員）
菰田 　研二（医25）
鈴木 　一幸（名誉教授）
小林 　　真（父母）
横山 　典子（歯36）
漆久保 　潔（医26）
越前屋 竹寅（父母）
塚原 　央之（医52）
中村 　富雄（医35）
藤井 　敏司（医36）
水間 加奈子（教職員）
谷藤 　幸子（教職員）
荒谷 　菜海（医56）
原田 　　潮（歯4）
木暮 　淳志（父母）
亀井 　　尚（父母）
漆久保 光明（父母）
吉田 耕太郎（父母）
小山 　　周（教職員）
下田 　咲子（薬5）

佐々木 茂喜（他42）
菊池 　哲也（父母）
小野寺 千夏（教職員）
高橋 　明雄（医28）
泊　 　睦実（医52）
齋藤 　寛治（教職員）
齋藤 　正信（医24）
遠藤 　雅也（専16）
田子 　雅子（一般）
平井 　大士（教職員）
伊藤 　　潤（大学院生）

吉田 　清範（歯23）
白岩 和香苗（医49）
池田 　　敏（父母）
日野 　勝彦（父母）
森　 　恵悦（父母）
長門 　浩一（父母）
貴田岡 　克（歯45）
齊藤 　裕志（歯9）
齋藤 　義憲（父母）
杉藤 　正典（父母）
三上 　一治（医29）

山口 　　智（医36）
佐藤 　清行（父母）
原田 　　宏（父母）
菊池 　勝博（父母）
熊谷 　章子（教職員）
小笠原 　聡（医40）
遠藤 　圭助（父母）
郡司 　二郎（父母）
佐藤 　忠雄（父母）
菅原 　利之（父母）
榊　 　政光（父母）

（令和元年 12 月 31 日現在）

区　　分 申込件数 寄付金額（円）
圭　　陵　　会 1,033 616,565,089
在学生ご父母 852 484,835,000
役員・名誉教授 94 113,410,000
教　　職　　員 249 34,372,000
一　　　　　般 134 40,635,010
法 人 ・ 団 体 356 982,084,000
合　　計 2,718 2,271,901,099

理事会報告　（12月定例－12月16日開催）

１.学長の選任について
現学長の任期は、2020年３月31日をもって満了となることから、
次期学長に祖父江憲治氏を選任した。

（任期：2020年４月１日から2024年３月31日まで）
２.教員の選任について
医歯薬総合研究所生体情報解析部門　
　教授　清水　厚志
（前　災害復興事業本部いわて東北メディカル・メガバンク機構特命教授）

（発令年月日　2020年１月１日付）
３.組織規程の改正について
①寄附講座の設置及び講座名の変更
障がい児者医療に携わる調査・研究等を通じた医師の育成及び確
保等を目的に、岩手県から寄附講座設置の申込みを受け、2020
年４月１日から３年間、医学部に「障がい児者医療学講座」の
名称で設置すること、また、「神経内科・老年科分野」の分野名
称を、「脳神経内科・老年科分野」と変更することとして、組織
規程及び教育職員の定員に関する規程を一部改正することを承
認した。	 （施行年月日　2020年４月１日付）
②総合保安対策室の設置
今後の法人運営にあたり、職員、患者及び学生に対する各種迷
惑行為、犯罪行為及び防火防災に対処するため、法人全体に跨

る組織として総合保安対策室を2020年４月１日付で設置するこ
ととし、これに伴う組織規程の一部改正、総合保安対策室規程
の制定について承認した。

（施行年月日　2020年４月１日付）
４.就業規則の改正について
就業規則に関して、事務局職員の職位について、責任を明確に
するために、部長相当のスタッフを調査役から参与、課長級の
名称を総括課長に統一、総括課長相当のスタッフを参事、課長
補佐級を廃止の上、担当課長または主幹と変更して管理職にす
ること、また、2020年３月の看護短期大学閉学に伴い関係の職
を削除、2020年４月の事務局組織の再編に伴い機密の事務を取
扱う者を更新する必要があることから、別表第４（職員の職）
及び別表第５（管理監督の地位にある者等の範囲）を一部改正
することを承認した。	 （施行年月日　2020年４月１日付）

５.岩手医科大学附属病院規程の改正及び岩手医科大学
　	附属内丸メディカルセンター規程の制定について
６.寄附行為及び寄附行為施行細則の変更について
学校教育法等の一部を改正する法律が2020年４月１日に施行さ
れることに伴う寄附行為及び同施行細則の変更を承認した。

７.花巻温泉病院職員宿舎跡地の売却について
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編集後記

　今月から、トピックスをより掘り下げて紹介す
るトピックスプラスというコーナーを新設しました。
今回は小児病棟整備支援事業の感謝状贈呈式を
とりあげています。
　以前に小児科の病棟を撮影した際には、その
空間の巧さに感嘆しましたが、その背景にある難
病の子供達や親御さんへの想いを知り、なんと
も言葉にできない気持ちになりました。
　もし機会があるのであればより多くの方に見て
頂きたい場所です。

（編集委員	畠山	正充）

《岩手医科大学報編集委員》
小川　　彰
影山　雄太
松政　正俊
齋野　朝幸
藤本　康之
白石　博久
成田　欣弥
遊田由希子
佐藤　　仁
小坂　未来
藤澤　美穂

佐藤真結美
菊池　初子
工藤　正樹
及川　弘美
安保　淳一
佐々木忠司
畠山　正充
藤村　尚子
武藤千恵子
髙橋　　慶

№90

スポット医学講座
脳神経外科学講座　教授　別府 髙明

覚醒下脳機能マッピングによる脳腫瘍摘出術

１．覚醒下脳機能マッピングとは
　言語や運動など重要な脳機能は、大脳皮質におけるあ
る程度定まった箇所に存在する司令塔（＝機能局在部位）
から発したインパルスが神経線維を介して体の各所に伝
導され働いています。機能局在部位や神経線維を温存し、
脳手術を行うことが重要です。しかし、機能局在部位は
個人差があり、しかも可塑性によって移動することすら
あります。よって、脳手術中にリアルタイムに機能局在
部位を同定することが必要となります。大脳皮質および
白質を電気刺激し、その反応を評価して、機能局在部位
や神経線維を同定することを脳機能マッピングといいま
す。全身麻酔下では、言葉や随意運動を評価することは
不可能なため、脳手術中に患者さんを局所麻酔下に覚醒
させた状態で脳機能マッピングは行われます。

２．覚醒下脳機能マッピングによる脳腫瘍摘出術
　神経膠腫（グリオーマ）の手術は、100％に近い摘出
率が理想です。しかしグリオーマは浸潤能が高く、腫瘍
の辺縁では正常組織との境界が不明瞭となっています。
腫瘍が機能局在部位と近接している場合、如何に脳機能
を温存し最大限の腫瘍摘出率を実現できるかが問題です。
覚醒下脳機能マッピングによって機能局在部位を正確に
同定できるようになり、機能の低下や喪失を起こさずに
最大限の脳腫瘍摘出が実施できるようになりました。
　この治療法は、脳神経外科、麻酔科、手術室看護師、
臨床検査技師（術中脳波測定）、臨床工学技士（ナビゲー
ション操作）、放射線科技師によるチームで行われてい
ます。チーム内で、手術２～３週前に症例検討を行い、
さらに手術１週前には患者さんを交えて、手術室で実際
の手術体位やタスク負荷のリハーサルをルーチンに行い、
その後に本番の手術に臨んでおります。適応される症例
を厳密に選択しており、現在まで同治療を施行した症例
は21人ですが、全員無事に社会復帰されています。

マルチビューワーによるマルチモダリティの同時記録
A：物品呼称のタスク、B：タスクに対して解答している患者、
C：タスクと同時に電気刺激、D：ナビゲーション映像 同治療を施行した左前頭葉グリオーマ症例の MRI

後段：左が佐藤 雄一 助教、右が野村 順一 専門研修医
前段：左が筆者、右が藤原 俊朗 助教
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